
妊産婦の
情報収集・産後サポート・
お金事情について

たまごクラブ編集部
統括部長 中西 和代

2015～2018年実施の
アンケート結果から
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平成31年４月17日 資料４第３回 妊産婦に対する保健・医療体制の在り方に関する検討会



サマリー

○初産婦は出産・産後について不安を抱きがちであり、
配偶者や親、友人、雑誌、インターネット、SNSなどから
情報収集している。

○産後サポートの主な担い手としては、里帰りや手伝いに
来てもらうなどで実親に頼ることが多い。
配偶者のサポートは家事より育児での関わりが強い傾向。

〇年収・貯蓄額ともに500万円に満たない家庭が多数派。

行政による補助については、個々の経済状況や自治体の
補助内容の差もあり、受け止め方は様々。
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序：妊娠中のこと～生活や心身の状況～

妊娠中をポジティブに
過ごしていた人が多い

一方で、初産婦は

お産に不安を感じる
人も多い
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情報収集について①通信機器の所有状況
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タブレット端末 (iPadなど)

従来の携帯電話 (ガラケー)

この中のものはどれも持っていない

あなたは現在、下記の通信機器をお持ちですか？

持っているものをすべてお選びください。（いくつでも）
※プライベートで利用するものに限定してお答えください。

たまひよ 2018年11月実施（n＝2060）
「妊娠や子育てに関するアンケート」より

ネットアンケートのため、所有率が高くなる傾向はあるが、
ほぼ全員が何かしらの通信機器を所持している。
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情報収集について②SNSの利用状況
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スマートフォンを持っているとお答えの方にお伺いします。

スマートフォンで以下のサービスを活用していますか？

とてもよく活用している（ないと困るくらい） 活用している（なくても困らないくらい） 今は活用していないが、今後は活用したい 活用するつもりはない/知らない

たまひよ 2018年11月実施（n＝2060）
「妊娠や子育てに関するアンケート」より

LINEが圧倒的人気。
次点はインスタグラム。
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情報収集について③妊娠中の準備

約6割が育児や家事のサポートを
妊娠中に準備している。

上の子の育児サポートの心配がある分、
初産婦よりも経産婦の方が、準備している比率が高い。

ベネッセ教育総合研究所 2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートについての調査レポート」より
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情報収集について④産後の相談先

ベネッセ教育総合研究所 2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートについての調査レポート」より部分抜粋

配偶者、実親、
友人・知人が
上位3項目を占める

初産婦は
体験者の口コミ、
雑誌や書籍からも
情報を得ようとする傾向

自治体からの
情報収集は
1割前後と少なめ
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たまひよ経年調査より

妊娠や妊娠するための体づくりなどの情報に関して、あなたがいままでに参考にしたり利用したりしたことが
あるものをすべて教えてください。
また、その中で最近半年以内で参考にしたり利用したことがあるものをすべてお選びください。

妊娠期は雑誌、産院や小児科にあるフリーペーパー、イベント
などからの情報収集が、実母・医師と並んで高め。
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情報収集について⑤妊娠期の情報源
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情報収集について⑥妊婦の意見（FA）-1

●ダイレクトメールの発送（妊娠届提出者へ）

●SNSで政府から、もっと若者世代が注目するようなビジュ
アルのサイトを発信する。そのサイトについては、TVや新
聞・雑誌で定期的にCMして認知を広げる。
→妊婦だけでなく、家族や周囲の人も、妊婦と同じレベル感で情報を共
有できれば、妊婦自身にも知識や情報が行き渡るはず。

●WEBサイトをわかりやすくする。

●多くの妊婦が使用するアプリ等で情報発信する。

●行政手続きの方法・書類を統一して、わかりやすくする。

たまごクラブ2019年4月実施読者座談会より
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情報収集について⑦妊婦の意見（FA）-2

●もっと病院や母子手帳配布時に具体的に説明してほしい。

●自治体が “来て” スタンスでなく、主体的になって、産婦
人科へパンフ配布する等、積極的に活動する。

●妊娠時に産科で教えてくれるのが一番。いくらHPや役所
で広報活動をしてもそこへ行くきっかけがなければそのまま
なので。

●産院の待ち時間は一切スマホ使用禁止にして、待合室に情
報を掲示する。

たまごクラブ2019年4月実施読者座談会より
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産後のサポート状況①里帰り状況

ベネッセ教育総合研究所 2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートについての調査レポート」より

初産婦の6割、
経産婦の4割が

里帰りを
している

里帰りの期間は
1カ月が半数以

上。約8割が2カ月

までには戻ってい
る
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産後のサポート状況②サポートの担い手

ベネッセ教育総合研究所
2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートに
ついての調査レポート」より

育児に関する
相談では、

友人・知人と
並び、地域の

助産師・
保健師も

担っている
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産後のサポート状況③サポート満足度

ベネッセ教育総合研究所
2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートに
ついての調査レポート」より

7~8割

が、受け
たサ

ポートに
満足

してい
る。
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産後のサポート状況④満足した理由

ベネッセ教育総合研究所 2015年3月実施（n＝1500）
「産前産後の生活とサポートについての調査レポート」より

受けたサポートについて、総合的に満足した理由、満足しなかった理由を
自由に記述してもらった。回答のあった729件をコーディングして分析。

①信頼する人のサポートを受けられたこと

②母親が休息することができたこと

③赤ちゃんの育児に専念できたこと

④相談に乗ってもらったり、話を聞いて
もらったこと。
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お金事情①世帯年収＆貯蓄額
たまひよ 2018年11月実施（n＝2060）
「妊娠や子育てに関するアンケート」より
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世帯年収（税込）
調査対象年齢分布
20～24歳8.2％
25～29歳36.7％
30～34歳39.4％
35~39歳15.7％

参考：
29歳以下の平均所得金額は350.0万円
30～39歳の平均所得金額は594.5万円
厚生労働省
「平成29年国民生活基礎調査概況」
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23.6%

世帯での貯蓄額
参考：
29歳以下の平均貯蓄額は154.8万円
30～39歳の平均貯蓄額は403.6万円
厚生労働省
「平成29年国民生活基礎調査概況」
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妊婦健診費

n=305
お金事情②健診費

たまひよ 2017年12月実施（n＝310）
「妊娠・出産・育児に関するアンケート」から算出

質問：
妊婦健診費は合計で
いくらかかりましたか？
またそのうち、
助成金（受診券）を
教えてください。
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助成金の金額

n=305

※育児一時金の金額と同額の42万と答えた人は10人

お金事情③健診費と助成金

たまひよ 2017年12月実施（n＝310）
「妊娠・出産・育児に関するアンケート」から算出

質問：
妊婦健診費は合計で
いくらかかりましたか？
またそのうち、
助成金（受診券）を
教えてください。
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入院分娩費
n=299

お金事情④入院分娩費

たまひよ 2017年12月実施（n＝310）
「妊娠・出産・育児に関するアンケート」から算出

40~50万円台
が多数派
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お金事情⑤医療費控除

たまひよ 2017年12月実施（n＝310）
「妊娠・出産・育児に関するアンケート」より

確定申告した

23.9%

確定申告していない

76.1%

医療費控除の申告（確定申告）をしたか

(n=310)

●補助金により年間の
医療費が10万円を
大して超えない

●手間がかかるわりに
実際に返ってくる金額が
少ないイメージ

などから申告しない
人が多い。
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お金事情⑥お金についての感想（FA）

●意外と補助を受けられた気がする。
●結構お金がかかるけど社会保険でかなり助かった。

●タクシー券などもう少し補助してくれたら助かる。
●入院費が高いと感じた。
●もらえるお金は遅く少ないと感じた。
●全然足りない。家計を切り詰めても赤字が続いている。

●どういうのがもらえるかなど分からなかった。
●妊婦健診は補助券で全て無料になると思っていた。

●病院によって健診費が違うのは困る。
●全国的に統一してもらえるとありがたい。

たまひよ 2018年11月実施（n＝2060）
「妊娠や子育てに関するアンケート」より
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